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論 文 の 内 容 の 要 旨
　1985年のプラザ合意以後、東アジアにおける日系食品企業の新規立地件数が急激に増加してきた。そこで、
本博士論文では、なぜこのように東アジアにおいて日系食品企業が地理的に集中しているのかを解明した。
特に、本論文では、東アジアにおける日系食品産業の海外立地に関して、市場アクセス、サプライ・アクセ
スと空間依存性の観点から立地選択要因を明らかにした。
　第 2章では、立地選択の要因分析と空間依存性に関する既存研究をレビューした。
　第 3章では、最初に、東アジアにおける日系食品産業の海外立地の目的をアンケート調査により明らかに
した。そのアンケート調査の結果によれば、「現地＆第三国販路拡大」の市場獲得が最も重要な立地要因で
あり、次が「コスト安」、第 3位が「原材料確保」、第 4位が「日本への逆輸入」であった。最後の要因は「コ
スト下げ」であった。この結果を電気電子産業と比較すると、日系食品産業の立地選択要因のもう一つの特
徴として、「原材料確保」の割合が高いことがわかった。以上のアンケート結果を踏まえて、次に、東アジ
アにおける日系食品産業の海外立地選択要因に関して、コンディショナル・ロジット・モデルを用いて実証
分析を行った。その結果から、賃金、インフラと、市場規模と原材料が重要であることが明らかになった。
さらに、期間を 1995 年以前の期間と 1996 年以降の二期間に分けて分析すると、1995 年以前の期間では賃
金が重要な要因であること、1995 年以降では賃金よりも市場規模が重要であることがわかった。
　このプロットタイプの分析を踏まえて、第 4章では、企業が市場需要の高い地域に立地すると仮定した市
場アクセスの変数を導入して、東アジアにおける日系食品産業の海外立地選択要因の実証分析を行った。こ
の推定結果から、新経済地理学に基づくクルーグマン型の市場アクセス変数が立地選択要因として重要であ
ることが明らかになった。特に、1995 年以降の期間では日系食品産業は立地国の市場を重視していること
が明らかになった。
　第 5章では、食品産業の立地選択要因のもう一つの特徴である「原材料資源の確保」という観点から、サ
プライ・アクセスに着目し食品産業の立地選択要因の実証分析を行った。この推定結果から、日系食品産業
は、立地国のサプライ・アクセス、特に立地国の国内サプライ・アクセスが良い所へ立地することがわかっ
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た。
　第 6章では、日系食品産業の立地選択に関して空間的依存性に着目して、東アジアにおける日系食品産業
の海外立地選択の実証分析を行った。モランの I検定の結果から、立地選択に関して正の空間的依存性が存
在することがわかった。また、空間的ラグモデルを用いた実証分析から、空間的自己相関変数の係数の符号
が正で且つ統計上有意であることがわかった。以上の推定結果から、日系食品産業の当該国への海外立地は、
当該国の周辺の国々の海外立地から正の影響を受けることがわかった。
　以上を要約すると、市場ポテンシャル、サプライアクセス、および空間的依存性が立地選択要因として重
要であるという新経済地理学の理論モデルから得られた結論を、実際の日系食品企業の立地件数、市場ポテ
ンシャル変数、サプライアクセス変数、および空間的依存性の変数のデータを用いて東アジアにおける日系
食品企業の立地選択要因分析を行い、市場ポテンシャル、サプライアクセス、および空間的依存性の変数が
日系食品企業の立地選択にとって極めて重要であるということを解明した点が本博士論文の優れたところで
ある。
審 査 の 結 果 の 要 旨
　本博士論文は東アジアにおける日系食品製造業の立地選択要因を計量経済学的に分析した極めて水準の高
い論文である。本論文は、東アジアにおける日系食品企業の立地選択要因分析を行い、市場ポテンシャル、
サプライアクセス、および空間的依存性が立地選択要因として極めて重要であるということを初めて解明し
た論文である。
　本論文の理論性、そして実証分析の方法論に関して学術的意義は大きい。申請者の本論文に対する研究構
想力、目的を達成するための仮説の設定、実証モデルとモデルの分析結果、および研究成果のオリジナリティ
は博士の学位を与えるに相応しい高い学術水準に達している。
　よって、著者は博士（学術）の学位を受けるに十分な資格を有するものとして認める。
